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バ ー テ ン に よ る 遊 び 発 達 の 考 察
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿ 小 学 校 ユ 年 生 の 場 合 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単鼡 秀艷 （神ア甫立 成偽 h1紫絞）

　ls日 鮒

　畜蒙ヒ遣びバ発遠の 工 一ブェ ソトと二しマ機能しマ し丶

る幼見婁月K おい て，遡びとハ綬倉嚇 達の頑ノ季と方向性 を

嗔ら蝋 ⊂言るこヒは、ミの晦覬の発逢段階の崎徴をと

らえ、徽脅的実践鮪に指導・
レようとdる観点ヵ丶ら壅夢

獄飽歳越ある。そこで、本甜麑iば 亀r七en の研発を与

力物丶リヒした社含性発蓬の観訊 およびR昭 e七の廻論

を毛と，に しf（繍 巨麹 垂の観点に より幼屍期磁 び左と

らえ．その質魯騰達．あ噸序と1｛i向性麹尾ら炉に レ よう

と君ゐ 右のである，とくに今回の諞登ば 、2臓屍よリ

6嚴1見までを姆象とt、 た詢耆融 に引き続き、7fi　i見di

遊び苴対象とし、幼1贓 より児量期へ移竹する契機と

なる爪 嘗較入営を環K遊びの質バどのように愛化する

のか、前回の
ニデ
ー一

タと比蜘食射しヒも（1）である。
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　日召麺6順 9月申旬よ1力2目上句にがけて、神タ市の

公立小曽校！耳生1児童男317魚ガ 子1拝角を、第2綬」畸

後の疎み畸闇（辱前1σ時25分〜 IO時4ぎ分　一ヨで一番

象い 夐由遊びの畸間である）の遊びにつ い て言・驢 した。

　牡会性発勲 襯煮、はM，泓海 a 纏に冠らし
’
、  なにもし

て いなし
・

竹働．  ひ とり遊が．  傍覩的矯勣．  盖矯

遡び，  蓮樋 帆   協痢遮びの 6項呂に分類しf（。

驪 艇 囓 点は工碗 ・姻 幽 をもとK   蓮軈

び．  物での遊び、  菖靆 び，  初期ご っ こ遊び．

  蘓磁 び．  役割遊び，  ルー）魑 びの ワ項目K 分

類した。

　抹み崎闇の運動賜て切遊が左，社会性発虚の観蔗、6

噸目および、燉能発窪の観点ワ壇目により分4台し、一

人平ng40回、鍾べ 1220回の観環老黴 をと っ た 。
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「
社伽生韆 の観爵、による遊び」および

「

綴能懸．瑳

の綬劇くよる遊び」 繍調査縮果ば　th　diグラフの とお

りである σ

4。考 察

  ひとり壷ぴと舩 性醗 違

　幺か見期磁 びぱ，調登の縮果がら毒日月劬 ＼にさ襯k
拭、緑 の進行則 牝

・

、丿確かにひとリ遊がから並竹遊
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　（機能発蓬di騒貝ti、1守卷鋤 ）

び、さ重樋 が．協『磁 びヘ ヒ繼 しマ し
、
く。　毯（の霞彰k

がら、びと
i
）scthx

’
禽しい訟 陸増齪識面託4〕指蝶で

あ る ヒ鑰・じることはできる。しガしながあ，びヒニリ遊

びの
一部は、昇齢セ鼈 んでも残さ，Kて　vLる。その 内容

右質蜘 （｛疑化 し．藩繖 びcl）　Pで，蜘 なれ跳
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びの練習整がとなっ たリ、御磁 び（η中でt4鱶 びと

埒 っ fてリ「ずゐ。教脅的自的楢伺的雌 がく と変nヒして

い くひ とリ遊びを考えるなら、ひ と リ遊び切訂ベマ拭

がならずしも貧レV
丶
魁含性即翻鰤 （∩才講 で［よあ リ

得毎く博る。びとり遊びの 内譽を考薦しマ判断でると

ゾう翻犠 4寸力鱒ることが童粤な霞薮をもつ ことにな

る。

　本調査の縮 果くおレ
・
マ、ワ淑児（ノ昇生）のひとり

遊びは 偲 ％ し扮飜 さ滑な也＼っ k 。20かK 碾ら岨k
秣み畴閻， 遊びよ

Il
傭 が重ネ尾さ頒る運勧場

，
欠挙の

蒔間を敏室ぞ一緬 マ φご資こ とが ら空じる伸閉彪謝
，

これ助あ為 牛は　　窄刀期ごっ こ遊び を4是レ†（リ、橢磁

びを威立させ k リでる 充向1く働くよ
P
）　ediレろ、裕わ

跳びny鉄樺ICよる感覚綴能簸び（オ勿で雌 び ・運勲遊

び）bしくはボール K よるゲー
ムや辰疽の跳びrS どの

ルール遊びを進M る方向に働いマゾる 。なわ跳び避鉄

樺邁びは．制約さ疏た瘍酋で同じようにしマ遊颪こと

知＼ら、びと．り遊び
1

としマで
’
はなく、並行遊び

’
として分

類さ淑てし
’

る。

並行遊びK分巓さ週マいるものの中［こば，ひとり遊び

1く迎 し適調う含ま沢てし
’

ると考えられる。ま汽、みん

なと一縮K長なわ跳び 0 レール殖び ・協同遊び）をし

てV て突然一人で冽から離鼡、短餅 り跳びく物で磁

び’
ひとり遊び）をし．まk みんな と一緒K 項博瀞跳

び左続げゐとし
’

つよう冠貂列bbi察さM てし
’

る。
・7淑

i黜k ，Bv
−
zf ひヒリ遊びは嚇 レマし

・

ゐ と考えあ岨る。

  遊び（ハ肉容を変化させゐ蜉因

　本調査で蜩らい K な っ た こ とであるeS
’
、保省所、幼

雑園麹弋K 珪べ 1算生の協同遊び（68，9％）ル ー♪嘘 L

び （70．　7％ ）は穐钁鱈K遭加 しマし
’
る．嘗救生1老（nφ

鵡 である綬業マ履晴間壊K 豸動でるミとを繰り遮哲 こ

と炉ら来る営級棹間として函 駕識ぞ、些間納 時間凶

制細ま，び とり遊びを諮 なし
’

方危IK働きヤ
i・げる．

犢挙中の活勠即学繦 蚩活に より壱貂活動術 舌発に なる．

撫磁 びも．誰がが髭しむ丶け両痞甘ることに より」箆倉

遊びK 変北オる。1算生かあ6耳生までが混 じリiP）　fi

2 一
緒に蓮動瘍で遊んで し

’
るこ とがら壇び を糢倣し、

質鯢働腿 き夜げ。とく に痂同遊びつ レ
ー
ル遊びばn中

閣養識を基盤に しマ 、導上の写秩食ちのゲ  ム を灘

賓るこ とから気鐵に増加しマし
・
〈 。 袒仕も菅薇経首の

施貶としマ、
厂仲よくオる 」 こ とを常に喫露ざせゐ。

体肴や依み爵藺に新しい ブー
ムを指導しながら

一
緒に

蜘 ぐ．その遊びを3秩同±で糢倣首る 。 協同遊び ・
ル

ー
ル遡

「
1コこま奇ま4増力囗レマ し

丶

く。

　5。まどめ K が えて　（遊び発達（ハ，懊序と方向性）

　f図に孟ずように、幼兇朗の遊びほ現契飜 ヒ しマ

実生萢K 向 っ マ絽結する部分と、自由で自発的な、そ

澱自づ本を集しみ「、それ皀体で轡 老レ、遊びンフくさ岨完

細 る郡分との 二 側面に よ り麹五矛目ば構威繍 マじ る。

幼 ）見期（ハ遊 び1ま、そフれ自イ本鑼 しマ し まう右‘n であ り

鰭 訂ることに よ り次diit相 へ と二発達し／し
’
く右のマ

tt

ある．それゆえに、幼児期におい てば、髪照 ぞ訳（幻位

相雌 び雄 力＼に 充実さ也 pr・ノ ・・方さゼ る こ と に よ

リ壬望喫白勺づよ堯圭会の適託tのr（め di豊刀＼↑よ土t姦…をつ くリ∂h

げることができるであろう。
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